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　巻頭言　Foreword

　トヨタ自動車は、2014 年 12 月 15 日に、量産型の燃料電池車（FCV）「MIRAI」の販売を開始いたしました。

発売前の予想をはるかに超えた大きな反響と多くの肯定的な御意見をいただき、大変有り難く思っております。

世界に先駆け次世代の環境車を量産化することができましたのも、関係する非常に多くの方々の御指導と御支

援の賜と深く感謝いたしております。

　この「MIRAI」の開発にあたり、二つの提案をしようと考えてまいりました。まず一つ目は、技術革新に伴

う自動車そのものの魅力の向上です。今までの内燃機関とは全く異なった「燃料電池」をパワーユニットとし

て用いることにより、環境に良いだけではなく、高い静粛性、レスポンス良くかつ滑らかな走り、また操縦安

定性、利便性など総合的にみて、自動車の持つ魅力を大きく向上させることができました。発売前後の試乗会

等におきましても、高い評価をいただいており、開発当初の狙いを充分に達成できたと考えております。「Fun

で Clean な Vehicle」、これがトヨタの目指すFCVです。また、プラスアルファとして、災害時の非常用電源

としても高い能力を有しておりますので、お役に立つ機会もあろうかと思います。

　次に、二つ目の提案は、水素社会への転換であります。今までの石油エネルギーを中心とした世の中は、大

変便利ではありましたし、多くの恩恵をもたらしてくれたことも確かであります。しかし、CO２の問題や資源

の偏在等を考えたとき、石油中心の社会がこのまま続いていっても良いのだろうか、という心配を多くの人々

が潜在的に持っていたのではないかと思います。一方、例えば水素社会といっても、具体的な姿がなかなか見

えて来ないことから、遠い将来の話として考えられていたのではないでしょうか。そこに今回、水素エネルギー

を使った具体的な製品として、「MIRAI」が発売されたことで水素社会の到来が夢物語ではなく現実味のある

こととして、議論のまな板に上がる様になってきたと思われます。なかでも、再生可能エネルギーを利用した

水素の製造については、今後日本として、技術力を発揮すべき分野だと期待いたしております。

　環境に良く、かつその製造方法において選択肢の多い水素を社会システムの中でうまく使いこなすことがで

きれば、その国や地域に合った方法でエネルギーの地産地消が進み、世界は大きく変わると思います。水素が

当たり前の時代になるまでには、まだまだ時間がかかると思いますが、今回の「MIRAI」の発売がその第一歩

として、少しでもお役に立つことになれば、技術者にとって大きな喜びであります。

トヨタFCV「MIRAI」の開発にあたって
Development of Toyota Fuel Cell Vehicle “MIRAI”

トヨタ自動車株式会社
技監

小林　伸行
Nobuyuki Kobayashi

Senior Technical Executive 
TOYOTA MOTOR Corporation
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　去る 2014 年 12 月 15 日、トヨタ自動車から燃料電池自動車（FCV）「MIRAI（ミライ）」が

市販されました。燃料電池の分野にとっては、エネファームの市販化に続く大きな節目ではな

いでしょうか。10 年ほど前、FCVが初めて社会の注目を浴びた当時は、１台１億円とも言われ、

それこそいつ実現するのかわからない「未来」の自動車と思った覚えがあります。それが１台

700 万円程度、補助金を利用すれば 500 万円ほどで買える時代がやってきたことで、社会に与

えるインパクトも相当のものがあります。MIRAI の当初の年間販売目標は 400 台でしたが、僅

か１か月で 1500 台の受注があったようです。販売先は官公庁が多いとのことですが、個人客も

４割強に達するとのことで、FCVへの社会的な高い関心が伺われます。

　FCVが市販に至るまでには、20 年以上の研究開発の歴史が詰まっています。セルスタック

の開発にとどまらず、補器やシステム制御といった様々な研究開発の賜物です。「究極のエコ

カー」と称されるFCVですが、エコカーの先輩としては、ハイブリッド自動車（HV）やプラ

グインハイブリッド自動車（PHV）、電気自動車（EV）が存在します。その中でもHVは、累

計 100 万台が販売されるまで 10 年以上の時間が必要でしたが、もはや「普通の」乗用車として

の市民権を得ており、市販乗用車の新車販売台数上位を占めるまでの存在になっています。一

方で、社会的なインフラがまだ十分に普及していない PHVや EVは今日でも「特別な」車と

感じられます。FCVはまだまだ高級車であり、水素供給インフラも十分に整備されていない現

状です。トヨタ自動車が掲げる「エコカーは普及してこそ環境への貢献」との言葉を実現する

には、「普通の」乗用車となるだけでなく、「普通の」供給インフラの整備も必要不可欠です。

本特集が、研究開発の状況やFCVの置かれている現状、未来について今一度考える一助とな

れば幸いです。

2015 年春号（Vol. 14 No.４）　 特集主担当：岸本　治夫、永井　正敏
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